











































り、間断なく襲い来る激痛をモルヒネでなんとか抑えながらの日々が続いた。膿瘍で汚れた臀部や腰部 包帯を取り替える時など、子規は激痛に耐えかね、辺り構わず泣き喚いたという。そんな過酷な病床生活にあっ も俳句を分類し、旺盛にものを書き、俳句や短歌を詠み、門弟たちとの句会や詩歌談義に熱中した。しか 、常人では考えられぬ強靱な精神の持ち主であった も、時 素のままの顔を俳句や短歌に覗かせる。　
該博な子規の啓蒙思想にはたしかに強い説得力があり、

































































































































は元禄期にすでにあった。また、 『猿蓑』の前半四巻は蕉門の発句集である とからも、発句が連句に併行して単独で詠まれる傾向 はあったのだが 「俳句は文学 一部なり」
（ 『誹諧大要』明二八）
として、俳句に独立した短詩形文学
としてのステータスを与えたのは子規である。これは子規の卓越した創見であるのみ らず、子規 連句の伝統を完全に断ち切ったところから、近・現代の 句は始まったことを思えば、その宣言 重さは計り知れない。　
子規は俳句分類の過程で、さらにもう一つ重大な発見を

































































































































































































の大観銀河を以て配」した、 宇宙に広がる雄壮な句と評し、「郭公」は「初夏清涼の意肌を襲ひ骨に徹する」ほどの妙手だと膝を打ち、 「菊 香や は「ほろほろと山吹ちるか瀧の音」とともに、幽玄の趣のある佳句と絶賛する。　
これだけの引用でも見て取れるが、べた褒めの蕪村評と
















































































能となる。連句から発句 （俳句） を切 離すのは勝手だが、発句にはこうした屈伸自在な連句のＤＮＡが内在 を忘れては困る、とキーン氏は言 たいのだろう。　
子規は個人的には連句を好んだし、その面白さも十分















































対する主観、感情、理想といった人のもつ自然性を遠ざけることになり、俳句が眼前の景物を だ再現するだけの、平板な写生に偏してしまう、 そうした客観写生の限界（弊）がほどなく見えてきた。 「有りの儘に写す」ことに軸足を置いたままでは純写生が深化せず 対象の再現あるいは単なる形似に終始する懼れが出てきたのだ。それでは、文学である俳句も絵画彫刻と同じく感情を表現するもの、としてきた彼の文学観そのものが怪しくなってしまう。子規写生説の補足・修正を迫られた。　






















































































































































































  江戸中期の俳論書。服部土芳著。 「しろさうし」 「あ
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